
常葉大学の「合同企業説明会」で自衛隊幹部の魅力をＰＲ
介
す
る
と
と
も
に
、
学
生
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
・
質
問

こ
の
説
明
会
は
静
岡
県
内
に
所
在
す
る
企
業
や
団
体
が
出

ト
ー
カ
イ
（
静
岡
市
）
に
お
い
て
、
常
葉
大
学
が
主
催
し
た

た
。

経
験
か
ら
、
時
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
「
多
く
の
先
輩

後
に
一
般
曹
候
補
生
と
し
て
入
隊
し
、
曹
士
階
級
で
の
現
場

父
親
の
よ
う
な
年
齢
の
部
下
を
持
つ
こ
と
に
な
る
が
、
人
間

き
る
機
会
を
積
極
的
に
活
用
し
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
幹
部

の
企
業
・
団
体
が
各
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
学
生
と
向
き
合
い
、

か
ら
受
付
を
開
始
し
た
「
一
般
幹
部
候
補
生
採
用
制
度
」
に

を
挙
げ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。

と
な
る
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明
し
た
。

て
い
て
不
便
な
こ
と
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
質
問

者
を
獲
得
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

展
し
、
同
大
学
の
３
年
生
に
働
く
魅
力
や
仕
事
内
容
等
を
紹

「
合
同
企
業
説
明
会
」
に
参
加
し
た
。

空
佐
）
は
、
３
月
８
日
（
木
）、
グ
ラ
ン
デ
ィ
エ
ー
ル
ブ
ケ

訪
れ
た
学
生
の
関
心
事
項
一
つ
一
つ
に
丁
寧
に
説
明
を
行
っ

が
あ
り
、
静
岡
所
長
は
幹
部
自
衛
官
と
し
て
培
っ
た
知
識
や

関
す
る
説
明
を
行
っ
た
ほ
か
、
自
ら
の
経
験
か
ら
大
学
卒
業

学
生
か
ら
は
「
幹
部
候
補
生
学
校
を
卒
業
し
た
ら
自
分
の

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
学
生
に
直
接
説
明
で

に
答
え
る
も
の
。
当
日
は
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
を
含
む
５
３

自
衛
隊
ブ
ー
ス
で
は
、
静
岡
募
集
案
内
所
長
が
３
月
１
日

が
悩
み
つ
つ
も
立
派
に
任
務
を
遂
行
し
て
い
る
」
と
具
体
例

勤
務
経
験
後
に
部
内
の
幹
部
候
補
生
選
抜
試
験
を
経
て
幹
部

関
係
は
う
ま
く
い
く
か
」「
自
衛
隊
の
勤
務
で
、
眼
鏡
を
し

に
な
る
魅
力
を
よ
り
多
く
の
学
生
に
伝
え
、
熱
意
あ
る
志
願

先輩隊員が母校の「進路懇談会」で自衛隊をＰＲ
ら
社
会
人
と
し
て
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
で
就
職
活
動
に
備

こ
れ
は
、
新
年
度
か
ら
就
職
活
動
を
始
め
る
生
徒
た
ち
の

校
（
浜
松
市
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
進
路
懇
談
会
」
に

輩
と
の
懇
談
に
臨
ん
だ
。

に
つ
け
て
視
野
を
広
げ
て
も
ら
い
た
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
、

隊
の
き
っ
か
け
や
現
在
の
仕
事
の
や
り
が
い
、
隊
内
生
活
の

つ
一
つ
に
丁
寧
に
答
え
て
い
た
。

し
い
理
解
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
の
自
衛
隊
を
支
え

業
種
の
企
業
や
公
的
機
関
等
が
参
加
し
、
公
務
員
ブ
ー
ス
に

松
基
地
第
２
術
科
学
校
で
勤
務
し
て
い
る
伊
藤
拓
真
空
士
長

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
先
輩
が
母
校
の
後
輩
に
直
接
語
る

説
明
を
聞
い
た
生
徒
か
ら
は
「
訓
練
の
厳
し
さ
」
や
「
休

ひ
自
衛
隊
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
学
校
で

職
業
に
対
す
る
意
識
形
成
の
充
実
を
図
る
た
め
、
卒
業
生
か

参
加
し
た
。

空
佐
）
は
、
３
月
１
３
日
（
火
）、
県
立
浜
松
湖
北
高
等
学

は
２
５
人
の
希
望
者
が
訪
れ
、
自
衛
隊
員
や
消
防
職
員
の
先

の
勉
強
に
も
し
っ
か
り
打
ち
込
ん
で
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
身

が
参
加
。
伊
藤
士
長
は
、
自
衛
隊
の
概
要
説
明
の
ほ
か
、
入

暇
の
取
り
や
す
さ
」
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
伊
藤
士
長
は
一

こ
と
の
で
き
る
機
会
を
通
じ
て
若
者
の
自
衛
隊
に
対
す
る
正

え
て
も
ら
お
う
と
開
催
さ
れ
た
。
懇
談
会
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

自
衛
隊
か
ら
は
、
同
校
卒
業
生
で
現
在
は
航
空
自
衛
隊
浜

後
輩
に
力
強
く
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

様
子
な
ど
を
写
真
を
使
い
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
。

最
後
に
「
人
の
役
に
立
つ
仕
事
を
求
め
て
い
る
な
ら
、
ぜ

る
人
材
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

「本年度最終募集試験」に向け街頭で本部長等が広報活動
岡
募
集
案
内
所
員
、
清
水
募
集
案
内
所
員
が
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
と

向
け
て
街
頭
広
報
活
動
を
実
施
し
た
。

い
て
、
３
月
２
６
日
（
月
）
に
実
施
す
る
今
年
度
最
後
の
実

ラ
シ
を
挟
ん
だ
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
約
３
０
０
０
個
の
配

ィ
ッ
シ
ュ
を
手
渡
し
、
本
年
度
最
終
試
験
の
告
知
を
広
く
実

静
岡
地
本
は
、
本
年
度
募
集
期
間
の
最
終
日
ま
で
、
高
い

所
員
及
び
袋
井
地
域
事
務
所
員
が
Ｊ
Ｒ
浜
松
駅
及
び
袋
井
駅

静
岡
駅
前
で
は
、
午
前
７
時
３
０
分
か
ら
本
部
長
自
ら
陣

の
活
動
に
興
味
や
関
心
を
示
し
つ
つ
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ

指
し
、
募
集
活
動
を
実
施
し
て
い
く
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等

当
日
は
、
本
部
長
を
は
じ
め
と
し
た
本
部
募
集
課
員
、
静

施
と
な
る
「
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験
」
の
志
願
者
獲
得
に

空
佐
）
は
、
３
月
１
４
日
（
水
）、
静
岡
県
主
要
市
町
に
お

周
辺
に
お
い
て
、
本
年
度
最
後
と
な
る
募
集
試
験
の
案
内
チ

頭
に
立
ち
、
通
勤
途
中
の
若
者
ら
一
人
一
人
に
ポ
ケ
ッ
ト
テ

ュ
を
受
け
取
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

静
岡
鉄
道
新
静
岡
駅
前
に
、
県
西
部
地
区
で
は
、
浜
松
出
張

布
を
行
っ
た
。

施
し
た
。
街
頭
で
は
、
普
段
見
慣
れ
な
い
制
服
姿
の
自
衛
官

信
念
と
執
念
で
一
人
で
も
多
く
の
自
衛
官
志
望
者
獲
得
を
目


